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	第1章 情報社会と私たち 1節 情報社会
	情報モラル
	今回のゴール
	情報モラルとSNS発信のリスク

	ネットに「完全な匿名」はない。相手の権利を守り自分も守る。
	SNSで加害者・被害者にならないために

	権利を守ることで「加害者」にも「被害者」にもならない。
	テクノロジーが心身に与える影響

	便利さの裏には、視野が狭くなるリスクや心身への悪影響もある。
	スマホの利用マナー

	リアルもネットもルールは同じ。周囲への配慮を忘れない。
	今回のまとめ
	君ならできます！ 頑張って！

